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Gait　 Analysis　 of　Patients　 With　 Neurogenic　 Intermittent　 Claudication.

　　　　　　　　　　　　　　　 (神経 性問 欠鞍行 の歩行 分析)

内容の要旨

須　田

　 棉経 性IIN欠X17の 病態 や治療法 に関す る鍬告は 多い が、その歩容

異常に関す る報告は殆 どない。本研究 では大型床反力計 を用いた歩

行分析 を手術 前後 に行 い、神経性 間欠肢行の歩容 異常の 解析 とr術

療 法に よる改 善度 を検.wし た。 また.そ れ らが神経障害型式 に よっ

て異なるか否かを検討 した。

　 対象は 手術的治療 を行 った腰部脊鰹管狭 窄疲患者60例 である。そ

の 内訳 は、 神経根型35例{男 性19例,女 性16例 、乎均年R63.7id.J.

馬尾型25例(n性16例 、 女性9例 、,ド均 年令66,1載)で 、全例に後

方か らの 除圧術 を行 い.神 経根型のiz例 、馬尾型の9例 に固建 を加

えた。 手術 か ら術後歩 行分析 までの朗 聞は 、それ ぞれ平均g.7ヵ 月,

7,6ヵ月であ った。 また、健常者50例(男 性26例 、女性24例 、平均 年

n64.4歳)をtt!照 群 と した。

　 こftら の症例に 大型嚥 反力計をmい た多数歩巡競 自由歩行 訴測 を

行 った。術 前dl測 は安静 後に初回計測 を行い 、続 いて歩行不能 とな

る直前 まで歩行負荷 を与 え、2回 目のiYd%を 行 った。術後計iN7十3'1

静後 に初 回dti@9'c行 い.術 前歩行可能距離 と同 じ歩行 負荷 を与 えた

後に2回 日の計測 を行 った。それ ぞitのui'i94にて.時 間距 離因f㌦

(歩速 、歩輸,歩 隔 、歩調}お よび山崎の定義による歩容 因子 〔対称

性 、再現性 、円滑 性、動醤性 、リズ ム性 、衝 撃樹 の評価指数 を算

N1し た9

　 術前 歩行 負荷 前の時澗距離 因子 で13,燭 尾 型の歩速 、歩調が有意

に低下 していた。歩容@一f'では、神経#tliL、馬尾型共に 前後、?,S　f3.

上 下方向の動揺性、蔚後方向の対称け、円滑性の指数が異常 を示 し、

前 後方向の リズム性 、衝 撃性 、.ヒ下方向の対称性 の指 数は神経根塑

で のみ異常 を示 した。isr方 向の円 滑性、 リズム性 の措 数は馬尾型

で異常 を示 した。 歩行 負荷前後での比較で は、神経 根塑で歩娼の砥

ド、前後 、/r.{一方向の対称性の悪化 を沼め 、馬尾型 ではr'ド 方iidの

リズム性 の悪化 を認め た。術後 は、MSIN@L'離 因子、歩容因チ 共に改

善が毘め られ、.神経根型で特に岩 しい改 善が み られ た。

　 術前歩行負荷 前の歩行分析の結果 から、自覚症状 の乏 しい歩行 剛

始時点 で各種の歩容異常 が存在 し、神経 障害型式 によって異常 のバ

ターンが異なる ことが 示 された。 これは、as的 な圧迫 に よってすで

に 神経根 や罵尾の機 能陸轡を生 じている 可能性や患 者自身が症状の

でに くい歩行 を体得 している可能性 が考 えらitるqま た、歩行負荷

に よって悪 化する歩容因子 も両者で異な っていた。r術 的治療 によ

って,殆 どの歩容 因子の異常は正常化 し、歩 行負 荷に よる悪化 も消

失 した。特 に 神経根型の症鯛で改善が顕署 であ り、臨床疲状の改 善

度 と相 関 してい た。

　 大型床 反力計に よる歩行分折 は腰 部脊柚 管狭窄症患者 の歩行 の特

徴 を審齪的 、pit的 に評価する ことがで き、 また手術 に よる治療効

果の評価 に も有用であ った。

義　朗

論文審査の要旨

　 神経性間欠　firの病態 や治療 法に関す る轍告 は多いが、 その歩容

異常 に閲するdR細 な報告 はない。本研究では大型床反1).itを 朋いた

歩行 分折を間欠肢行 を有す る腰 部脊柱管狭窺症患 者の手術 前後に行

い、同疾患の 歩容異常 の解析 と手術 療法 に よる改善度 を検討 した。

また、それ らが 神経障書型式に よって如何 に異 なるかを検討 した。

　対 象は手術 的治療 を行 った腰 部脊柱 管狭窄症患者60例 で 、.神経根

型35例 と馬尾 型25例 に分類 し.飽 常者50例 をkt照 群 と した。 大型床

反力激 を用 いた多数歩連続liヨ由歩行 計測 を術前後 に安 静後 と歩行 負

荷 後にそれぞれ行 い、時 間距鰹因子(歩 速、歩輻 、歩隔、歩 調)お

よび山崎の定義 による歩容因子(対 称性 、再現性 、円滑性 、動揺性 、

リズム性、衝撃性)の 評価措数 を算出 した。

　衛 前歩行負 荷萌の歩行分 析の絡 果か ら、自覚症状 の乏 しい 歩行開

始時 点で各種の歩容異常 が存在 し、神経隙害型式 に よって異 常のバ

ター ンが異な るこ とが示 され た。 また 、雰行負荷 に よって悪 化する

歩容因予 も両者 で異 なってい た。手術的 泊療 に よって 、時 間距離因

子や殆 どの歩容因千の 異常 は 正常 化 し、歩行負 荷に よる感化 も消失

した。特に神経根 型の症 例 で改善が顕著 であ り、臨床症状 の改 葭度

と掘関 してい た。

　 審査 では、歩行 分析 のデ ータの再現性 について質 問 された。 これ

に対 し、10阿 の予偏災 験の結 果では、歩速にば らつ きがあ るものの

他の時 聞距緩 因子や歩容因子 の再現性 には問題は なかった とnon

れ た。 次に神経 根型の症例 で術後 に対照俳 よりも良好 な鰍 を示 す因

fが あるの はなぜか との質 問がな され、痛み が愁訴 であ る神経換型

の症 例では手術に よって痛 みが消 失すれ ば歩行の改 善が曳好 である

ことを示 してい ると回答 された。 また、 福経根型 と燐尾 型で 重症度

の揃 標が異な るの はなぜ か と質問 された が、不 明であ ると回答 され

た。次 に歩行分折 を臨床 でi後 どの ように応 用す るのか と質問 され、

神経性im欠 肢行 と血管性 聞欠破行 との鑑 別、神経 性の 中で の鰐塔性

と神経根性の鑑別 に応用 可能 であ ると回答 された。次 に鋤揺 性国子

の異常が術後 も遺親す る理 由につ いて質問 さn,下 肢筋力 低 下の残

存 した症例で動 郷性 因子の回復が悪 いため、 これが原困の 一っ と考

え られる と回答 された。 こru二 対 し、体幹筋が関 与 している ロ丁能性

が指摘 された。 また、反射 や筋力低 下の紐位等の詳細 な神経学的所

見を示 して、臨床症状 との相 関を明 らか にすべ きと指摘 され た。 さ

らに歩行 分析 のT法 と して 大型康反力atを!flい た理 由 を考察 に明記

した方が よい と指摘 された。

　 以.ヒの ように、本砺究 は さらに検討 され るべ き点を残 してい るfit,

多数の臨康例 から神 経性冊欠肢行の歩容 異常 を明 らか に した点が有

意義である と評価 さオした。
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